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在米大使館旧公邸で
和牛プレゼンテーション
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営農・技術センターに
研究温室を新築
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News!

News!

第57回全農乾椎茸品評会審査会を開催

在米大使館旧公邸で和牛プレゼンテーション

国産乾椎茸の継続生産・品質向上に向けて

米国東海岸での認知度向上に向けて「食と農を語る夕べ」

麦類農産部

畜産総合対策部

　
全
農
は
第
57
回
全
農
乾ほ

し

椎し
い
た
け茸

品
評
会
審
査
会
を
㈱
三
幸
第
二
工
場

（
埼
玉
県
上
尾
市
）で
開
催
し
、全
国
14
県
4
3
7
点
の
出
品
の
中
か
ら

各
賞
の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
D·C·
の
在
米
大
使
館
旧
公
邸
で
開
催

さ
れ
た「
食
と
農
を
語
る
夕
べ
」の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
和
牛
の
魅

力
を
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
原
木
乾
椎
茸
は
、発

生
に
必
要
な
時
期
に
降
雨
は

あ
っ
た
も
の
の
、気
温
の
変
動
が

大
き
く
、栽
培
管
理
が
難
し
い

年
と
な
り
ま
し
た
。春
子
作
柄
は

西
日
本
地
区
の
不
作
の
影
響
も

あ
り
、全
国
で
前
年
比
83
％
の

1
2
5
0
㌧
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

全
国
か
ら
多
く
の
出
品
が
あ
り

　
「
食
と
農
を
語
る
夕
べ
」は
、

在
米
日
本
国
大
使
館
、（
独
）農

畜
産
業
振
興
機
構
、
全
中
の
共

催
で
、
米
国
政
府
関
係
者
や
各

国
大
使
館
関
係
者
ら
に
対
し
て
、

日
本
の
農
畜
産
物
・
食
文
化
な

ど
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
2
0
0
0
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、来

場
し
た
約
3
0
0
人
に
、
す
し

や
和
牛
を
は
じ
め
、メ
ロ
ン
、日

本
酒
、
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
は
、同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

和
牛
肉
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
和
牛
輸
出
で
注
力
し

て
き
た
西
海
岸
に
加
え
、東
海
岸

で
も
日
本
産
和
牛
の
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。E
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（
ち
ょ
っ
と
い
い
日
に
和
牛
を

食
べ
よ
う
！
）を

テ
ー
マ
に
、和
牛

の
特
徴
や
魅
力
、

幅
広
い
レ
シ
ピ
・

ア
レ
ン
ジ
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
海
外

に
お
け
る
日
本

産
和
牛
の
認
知

度
向
上
、輸
出
拡

大
に
取
り
組
み

ま
す
。

多くの出品の中から受賞者を決定
する審査会

農水大臣賞を受賞し名人位に就
任した桑名氏の乾椎茸

熱心にプレゼンを聞く参加者

ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、農
林
水

産
大
臣
賞
4
点
を
は
じ
め
、6
部

門
32
点
お
よ
び
奨
励
賞
2
点
の

入
賞
を
決
定
。団
体
優
勝
は
岩
手

県
本
部
、準
優
勝
は
静
岡
経
済

連
と
な
り
ま
し
た
。静
岡
県
の
桑

名
二
朗
氏
は
通
算
10
回
目
と
な

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

名
人
位
に
就
位
し
ま
し
た
。

　

全
農
は
、

品
評
会
の
開

催
を
通
し
て

生
産
者
の
継

続
生
産
や
高

品
質
生
産
に

貢
献
し
て
い

く
と
と
も
に
、

原
木
乾
椎
茸

の
お
い
し
さ

や
栄
養
価
を

多
く
の
人
に

発
信
し
、消

費
拡
大
に
も

取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

規格 農林水産大臣賞 林野庁長官賞
大葉厚肉 － － －
大葉中肉 － 大分県　加藤　誠 －
中葉厚肉 岩手県　小原　和也 岩手県　中居　昭彦 岩手県　平田　聡一郎
中葉中肉 静岡県　桑名　二朗 静岡県　野中　一男 愛媛県　成髙　王洋
花どんこ 静岡県　小柳出　勝 岩手県　高崎　貞信 －
上どんこ 三重県　山嵜　隆 岩手県　涌田　幸栄 鳥取県　長谷川　和郎

団体優勝 団体準優勝
全農岩手県本部 静岡経済連

57回全農乾椎茸品評会 農林水産大臣賞、林野庁長官賞、団体賞一覧（敬称略）
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News!

News!

営農・技術センターに研究温室を新築

EUなどに向けて「いわて牛」出荷式

施設園芸分野研究開発のさらなる進展を目指す

関連法人㈱いわちくが東北初の輸出認定取得

耕種総合対策部

岩手県本部

　

全
農
は
6
月
13
日
、
神
奈
川
県
平
塚
市
に
あ
る
営
農
・
技
術
セ

ン
タ
ー
内
に
新
設
し
た
研
究
温
室
の
お
披
露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
・
安
川
電
機
㈱
・
農
研
機
構
・
産
業
技

術
総
合
研
究
所
・
東
京
大
学
・
京
都
大
学
・
九
州
大
学
な
ど
の
関
係

者
ら
57
人
が
出
席
し
、完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
岩
手
県
本
部
の
関
連
法
人
で
あ
る
㈱
い
わ
ち
く
は
、東
北
で
初
め
て

E
U
（
欧
州
連
合
）へ
の
輸
出
認
定
を
取
得
し
、5
月
28
日
に
E
U
な

ど
に
向
け
た「
い
わ
て
牛
」の
出
荷
式
を
開
催
し
ま
し
た
。認
定
取
得
に

よ
り
全
43
の
国
・
地
域
へ
輸
出
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、今
年
度

は
輸
出
用
製
造
量
4
0
0
トン
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
し
い
研
究
温
室
は
、施
設
面

積
1
8
0
0
平
方
㍍
・
軒
高
6
・

2
㍍
と
、ハ
イ
ワ
イ
ヤ
ー
養
液
栽

培
の
研
究
に
適
し
た
国
内
最
先

端
の
仕
様
で
、温
室
内
は
六
つ
に

区
切
ら
れ
、同
時
に
複
数
の
研
究

が
で
き
ま
す
。

　
温
室
で
は
、営
農
・
技
術
セ
ン

タ
ー 

施
設
園
芸
研
究
室
が
進
め

る
品
目
拡
大
や
高
温
期
の
安
定

生
産
な
ど
、高
度
施
設
園
芸
分

野
の
研
究
・
開
発
を
よ
り
詳
細

に
、迅
速
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、関
係
機
関
と
連
携
し
、東

京
大
学
と
は
生
育
診
断
や
収
穫

　
当
日
は
、E
U
に
初
め
て
出
荷
さ

れ
る「
い
わ
て
牛
」の
生
産
者
と
な
っ

た
㈱
畠
山
畜
産
の
畠
山
満
正
社
長

へ
、い
わ
ち
く
の
伊
藤
清
孝
会
長
が

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。畠
山
社

長
は「『
牛
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
』と

い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、今
後
も

健
康
な
牛
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
頑

予
測
、京
都
大
学
な
ど
と
は
植
物

が
出
す
分
子
に
よ
り
植
物
の
状
態

を
診
断
す
る
仕
組
み
の
開
発
、安

川
電
機
と
は
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
、N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
と

は
生
産
管
理
・
労
務
管
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
は
実
証
施
設
で
あ
る「
ゆ

め
フ
ァ
ー
ム
全
農
」と一体
運
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム

全
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
さ
ら
な
る

価
値
向
上
を
図
り
、成
果
の
普
及

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

張
り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、関
係
者
一
同
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、E
U
に
輸
出

す
る「
い
わ
て
牛
」43
キロ
を
積
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
い
わ
ち
く
の
藤
村
明
智
社
長
は

「
飼
料
高
騰
な
ど
畜
産
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い

が
、輸
出
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
和
牛
の
価

格
維
持
に
寄
与
で
き

る
。新
た
に
E
U
に
販

路
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　
い
わ
ち
く
で
は
、引

き
続
き
、
輸
出
事
業

を
通
じ
て「
い
わ
て

牛
」や
県
産
牛
肉
の
販

路
拡
大
と
生
産
者
の

収
益
向
上
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

新しい温室を視察した関係者
（左から全農・日比健常務、NTT東日本・澁谷
直樹社長、全農・野口栄理事長、（株）NTTアグ
リテクノロジー・酒井大雅社長）

営農・技術センターに新設された研究
温室

関係者一同で「いわて牛」の初出荷をテープカットで祝福
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News!

News!

長崎駅広場でスイートコーン即売会

30社5000点並べ農業機械大展示会

JA島原雲仙産を県民にアピールし消費拡大へ

共同購入コンバイン県内初披露、スマート農業実演も

長崎県本部

秋田県本部

　
長
崎
県
本
部
は
5
月
24
日
、長
崎
駅
西
口
広
場
で
J
A
島
原
雲
仙

の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
即
売
会
を
開
催
し
、1
3
5
0
本
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
秋
田
県
本
部
と
J
A
グ
ル
ー
プ
秋
田
は
6
月
19
、20
日
の
2
日
間
、

秋
田
県
立
ス
ケ
ー
ト
場
で「
第
35
回
秋
田
県
J
A
農
業
機
械
大
展
示
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
長
崎
県
は
九
州
で
も
有
数
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
産
地
で
す
。中

で
も
今
回
販
売
し
た
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
を
生
産
す
る
J
A
島
原

雲
仙
管
内
は
、県
内
ト
ッ
プ
の
作

付
面
積
と
出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。

し
か
し
、主
な
出
荷
先
は
関
西
で

県
内
流
通
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

　
今
年
は
、
約
30
の
メ
ー
カ
ー

が
最
新
農
業
機
械
な
ど
約
5

0
0
0
点
を
展
示
し
、
期
間
中

は
約
2
5
0
0
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、自
動
操そ

う
だ舵

機
能
の

付
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
、

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し
た

各
メ
ー
カ
ー
の
最
新
機
械
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、全
農
が
１
月
に

共
同
購
入
第
3
弾
と
し
て
発
表

し
た
コ
ン
バ
イ
ン（
4
条
刈
り
、50

馬
力
ク
ラ
ス
）を
県
内
初
披
露
し
、

来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

県
民
へ
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の

施
策
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
島
原
半
島
産
の
旬

の
味
覚
で
あ
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、
県
民
へ
の
認

知
度
ア
ッ
プ
と
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
今
回
初
め
て
長
崎
駅

で
即
売
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
販

売
開
始
か
ら

多
く
の
人
が

訪
れ
、
当
初
の

想
定
を
上
回
る

売
れ
行
き
と
な

り
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
1

日
で
追
加
分
を

含
め
た
合
計

1
3
5
0
本
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
が
完
売
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、肥
料
や
農
薬
、農
業
資

材
の
展
示
、営
農
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Ｚ
︲
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」、栽
培
管
理
支
援

シ
ス
テ
ム「
ザ
ル
ビ
オ
R
フ
ィ
ー

ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
紹
介
も

行
い
ま
し
た
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
実

演
コ
ー
ナ
ー
」で
は
試
乗
会
を
開

催
す
る
な
ど
農
業
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
熱
心
に
説
明
を
聞
く
来
場
者

の
姿
が
見
ら
れ
、「
最
新
機
械
の

情
報
が
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
各
メ
ー
カ
ー
の
機
械
を
比
較
で

き
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
に
も
多
く
の
人

が
集
ま
っ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は

最
新
機
械
に
試
乗
も

即売会には多くの人が訪れ当初の想定を上回る売り上げに
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン ＪＡはぐくみ

（群馬県）

概要 2024 年 2 月 29 日現在

正組合員数　　　　     3785人
准組合員数　　　　    3443人
職員数                       185人
販売品取扱高        31億3257万円
購買品取扱高        14億2078万円
貯金残高  　   533億352万円
長期共済保有高   1597億7412万円
主な農産物

梅、梨、桃、プラム、露地ナスなど

組
合
員
と
の
対
話
重
視

組
合
員
と
の
対
話
重
視

次
世
代
の
農
業
を
は
ぐ
く
む

次
世
代
の
農
業
を
は
ぐ
く
む

　

梅
の
生
産
は
主
に
榛
名
・
箕

郷
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

地
域
内
に
群
馬
の
三
大
梅
林
の

う
ち
二
つ
を
有
し
て
お
り
、
両
地

域
合
わ
せ
て
20
万
本
を
超
え
る

梅
の
木
が
、
榛
名
山
の
丘
陵
を

彩
り
ま
す
。県
内
で
最
も
多
く
生

産
さ
れ
て
い
る「
白
加
賀
」を
筆

頭
に
、「
南
高
」や「
織
姫
」「
梅

郷
」な
ど
品
種
も
豊
富
で
す
。そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
梅
酒
や

梅
干
し
、ジ
ュ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
加
工
品
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
か
ら
群
馬
生

ま
れ
の
新
た
な
品
種「
ゆ
み
ま
る
」

の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
ゆ

み
ま
る
」は「
白
加
賀
」の
授
粉
樹

に
適
し
て
お
り
、
関
係
者
か
ら
は

く
み
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

生
産
が
盛
ん
な
農
作
物
と
し
て

梅
や
梨
、
露
地
ナ
ス
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
特
に
梅
は
、群
馬
県
が
全
国
収

穫
量
第
2
位
を
誇
り
、J
A
管
内

で
県
内
収
穫
量
の
7
割
を
占
め

る
な
ど
、
同
J
A
を
代
表
す
る

農
作
物
の
一
つ
で
す
。

化
さ
れ
ベ
テ
ラ
ン
の
生
産
者
ら
も

さ
ら
に
奮
い
立
ち
、地
域
全
体
に

よ
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

同
J
A
で
は
、
振
興
品
目
の

拡
大
を
目
標
と
し「
出
向
く
営

農
体
制
の
強
化
」と「
相
談
活
動

の
充
実
」を
自
己
改
革
の
方
針
と

し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
生
産
者

と
共
に
地
域
を
育
み
、
次
世
代

に
つ
な
げ
る
農
業
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

新潟県

埼玉県

福島県

群馬県 栃
木
県

長
野
県

　

群
馬
県
に
あ
る
J
A
は
ぐ
く

み
は
高
崎
市
の
西
部
に
位
置
し
、

1
9
9
7
年
に
榛
名
町
農
協
・

群
馬
町
農
協
・
倉
渕
村
農
協
・

箕
郷
町
農
協
の
4
農
協
が
合
併

し
設
立
し
ま
し
た
。
農
畜
産
物

・
人
・
地
域
を
育
て
る
（
は
ぐ

く
む
）の
意
味
を
込
め
て
、
旧
4

農
協
の
頭
文
字
を
取
り
「
は
ぐ

「
ゆ
み
ま
る
の
普
及
に
よ
り
白
加

賀
の
生
産
数
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
」と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。期

待
は
追
い
風
に
な
り
、県
内
の
梅

生
産
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　
J
A
は
ぐ
く
み
が
全
地
域
で

普
及
を
推
進
し
て
い
る
作
物
と
し

て
露
地
ナ
ス
が
あ
り
ま
す
。
初
期

投
資
が
比
較
的
少
な
く
、新
規
就

農
者
も
取
り
組
み
や
す
い
品
目
と

し
て
人
気
で
、T
A
C
(地
域
農

業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当

者
)を
中
心
に
収
量
増
加
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ナ
ス
栽
培
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
20
、30
代
の
生

産
者
同
士
が
互
い
に
高
め
合
い
な

が
ら
生
産
す
る
な
ど
、品
質
の
向

上
に
積
極
的
で
す
。そ
の
姿
に
感

24年度から出荷が始まった「ゆみまる」

県内で最も生産される品種「白加賀」の共同選果場

生産者（右）から相談を受けるJA職員

露
地
ナ
ス
普
及
を
推
進

露
地
ナ
ス
普
及
を
推
進

互
い
に
高
め
合
い

互
い
に
高
め
合
い

新
品
種
が
登
場

新
品
種
が
登
場

群
馬
印
の
梅

群
馬
印
の
梅
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社
名
に
も
あ
る
「
サ
イ
ロ
」
と
は
、

穀
物
な
ど
を
貯
蔵
す
る
巨
大
な
倉

庫
の
こ
と
で
す
。
全
農
サ
イ
ロ
で
所

有
す
る
最
大
の
サ
イ
ロ
は
、
１
本
当

た
り
直
径
7
㍍
・
高
さ
40
㍍
（
ビ
ル

14
階
相
当
）
に
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
換
算
で
約
1
7
0
0
㌧
貯
蔵
で

き
ま
す
。

　
各
支
店
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ

ロ
を
所
有
し
、
最
大
規
模
を
誇
る
鹿

島
支
店
（
茨
城
県
神
栖
市
）に
は

3
2
6
本
の
サ
イ
ロ
を
有
し
てい
ま
す
。

　
全
農
サ
イ
ロ
は
、
1
9
6
8
年
に

設
立
さ
れ
た
神
戸
サ
イ
ロ
㈱
を
原
点

と
す
る
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
・

麦
な
ど
年
間
約
5
0
0
万
㌧
（
日

本
の
穀
物
輸
入
総
量
2
5
0
0
万

㌧
の
約
20
％
）
を
荷
揚
げ
・
保
管
・

出
荷
す
る
物
流
会
社
で
す
。

　
安
定
し
た
設
備
の
確
保
・
供
給

の
た
め
全
国
6
カ
所
（
釧
路
、鹿
島
、

新
潟
、
東
海
、
倉
敷
、
志
布
志
）

の
港
湾
に
支
店
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
飼
料
原
料
を
中
心
に
食
料
油
・

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
・
小
麦
粉
・
ウ
イ
ス

キ
ー
の
原
料
も
取
り
扱
う
な
ど
、

全
農
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
海
外
か
ら

日
本
ま
で
の
穀
物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
主
要
会
社
と
し
て
、
安
定
的
な

畜
産
物
・
食
品
生
産
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
旧
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み

あ
い
飼
料
㈱
（
現
：
J
A
全
農
く

み
あ
い
飼
料
㈱
）
と
㈱
Ｊ
-オ
イ
ル
ミ

ル
ズ
と
共
同
で
、
支
店
を
兵
庫
県
神

戸
市
か
ら
岡
山
県
倉
敷
市
の
玉
島

ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
転
し
、
17

年
に
倉
敷
支
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

21
年
に
は
、
子
会
社
の
旧
釧
路
サ
イ

ロ
㈱
を
合
併
し
釧
路
支
店
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
全
農
サ
イ
ロ
は
港
湾
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
旧
神
戸
支
店
、
東
日
本
大
震

災
で
は
鹿
島
支
店
が
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年

大
型
化
す
る
台
風
に
よ
る
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
の

経
験
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
に
連

動
し
た
設
備
の
自
動
停
止
装
置
や

非
常
用
電
源
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
応

　
人
材
確
保
も
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
中
、
採
用
活
動
の
前
倒
し

実
施
や
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
・
※
ア
ル
ム

ナ
イ
採
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
採
用
市
場
の
競
争

激
化
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
人
材
不
足
と
な
っ

た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
省

力
化
・
効
率
化
投
資
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
近
導

入
し
た
「
夜
間
自
動
・
無
人
出
庫

シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

※
自
社
を
一
度
退
職
し
た
人
材
を

　
再
度
雇
用
す
る
採
用
手
法

　全
農
サ
イ
ロ
㈱
は
穀
物
類
の
入
庫
か
ら
保
管
、
品
質
管
理
、
出
庫
、
配
送
ま
で
を
一
元
化
さ
せ
た
サ
イ
ロ

ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
穀
物
物
流
の
合
理
化
や
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
広
報
・
調
査
部
】

全
農
サ
イ
ロ
株
式
会
社

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

高度な知識備えたマンパワーで
物流コーディネーターの役割も

日
本
の
穀
物
輸
入
総
量
の

２
割
を
荷
揚
げ
・
保
管

会社の概要 （2024年4月1日現在）

サイロ外観（鹿島支店）

入
庫
か
ら
配
送
ま
で
の
サ
イ
ロ
ビ
ジ
ネ
ス

穀
物
物
流
の
合
理
化
、コ
ス
ト
低
減
へ

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
穀
物
の
出
荷

先
で
あ
る
飼
料
工
場
に
原
料
受
け
入

れ
設
定
用
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

飼
料
工
場
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
入
力
さ

れ
た
受
け
入
れ
設
定
と
当
社
の
出
荷

登
録
内
容
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
夜
間
出
荷
を
自
動
・
無
人
で

行
い
ま
す
。

　
故
障
が
発
生
し
た
場
合
も
、
自

動
で
予
備
ラ
イ
ンへ
切
り
替
え
を
実

施
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
夜
間
勤
務
が
不
要

と
な
り
、
社
員
の
労
働
時
間
短
縮

も
実
現
し
ま
し
た
。
現
在
東
海
支

店
と
倉
敷
支
店
で
導
入
し
て
お
り
、

今
後
は
他
支
店
に
も
展
開
す
る
予

定
で
す
。

　
他
に
も
荷
役
設
備
の
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
や
、
設
備
点
検
・
予
備
品
管

理
の
電
子
化
、
ト
ラ
ッ
ク
の
受
け
入

れ
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を
行

い
、
社
員
の
労
働
時
間
を
少
な
く
し

つつ
も
、
限
ら
れ
た
社
員
で
の
ス
ム
ー

ズ
な
操
業
を
目
指
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

13
年
が
経
過
し
、
震
災
を
知
ら
な

い
社
員
も
増
え
て
い
る
た
め
、
災
害

発
生
か
ら
復
旧
に
至
る
貴
重
な
経

験
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
災
害
に
備

え
て
い
ま
す
。

　当社は一つの
支店の建設費用
が百数十億円の
巨大設備を運営
しており、また建設後３０～４０年経過するた
め、維持管理に毎年数十億円の修繕・更新
投資を行っています。資金だけでなく、高度な
電気・機械技術の知識・経験・資格を備えた
マンパワーも必要であり、全社員約２００人の
半分を占める技術系社員の育成が当社の最
重要事項の一つです。現在は国立高等専門
学校からの採用を主体としながら、入社後の
資格取得支援制度も充実させています。
　また全農・商社など穀物輸送船の荷主と、
飼料・食品メーカーなどの出荷先とを結ぶ物
流コーディネーターとしての役割も非常に重
要です。円安の影響もあり穀物船の１日当たり
用船料は約４００万円と高騰しています。そこ
で、当社が綿密な調整・打ち合わせを実施し、
短時間で効率的な穀物の荷揚げを行うことが
全農グループの配合飼料の安定供給の源泉
となっています。
　今後は、社内で
サイロ事業に関連
するキャラクター募
集を行うなど、対外
アピールについても
検討していきます。

代表取締役社長
近藤 徹也氏

東京都千代田区神田淡路町2-29
東お茶の水ビル7階

本社所在地

●倉庫業
●港湾運送業
●通関業

事業内容

代表取締役社長　近藤　徹也代表者

1968年6月設立年月日

194人従業員数

公式ホームぺージはこちら

https://www.zsilo.co.jp

人
材
確
保
や
労
働
時
間
短
縮
へ

積
極
的
に
省
力
化
に
も
投
資

2017年に開設した倉敷支店

穀物類を荷揚げするアンローダー（志布志支店）

社員が作成した
サイロ事業のキャラクター案

設備の運営を行う制御室（倉敷支店）

夜間自動・無人出庫出荷システムイメージ図

・飼料会社に、搬入設定用の
　タッチパネル設置
・専用通信ケーブル設置
・自動出荷のプログラム追加

工事内容夜間出荷（従来）

運転→完了

運転→完了

①品種、数量を電話連絡
②品種のサイロビン、数量を
　設定してコンベア起動

①事前に、夜間出荷する
　品種のサイロビンを
　予約しておく

夜間出荷（自動化後） ③ ②と①を照合し、自動で
　 設定およびコンベア起動

(無人)

飼
料

会
社
側

飼
料

会
社
側

当
社
制
御
室

当
社

制
御
室

当
社
制
御
室

②品種、数量
　を設定

6
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社
名
に
も
あ
る
「
サ
イ
ロ
」
と
は
、

穀
物
な
ど
を
貯
蔵
す
る
巨
大
な
倉

庫
の
こ
と
で
す
。
全
農
サ
イ
ロ
で
所

有
す
る
最
大
の
サ
イ
ロ
は
、
１
本
当

た
り
直
径
7
㍍
・
高
さ
40
㍍
（
ビ
ル

14
階
相
当
）
に
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
換
算
で
約
1
7
0
0
㌧
貯
蔵
で

き
ま
す
。

　
各
支
店
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ

ロ
を
所
有
し
、
最
大
規
模
を
誇
る
鹿

島
支
店
（
茨
城
県
神
栖
市
）に
は

3
2
6
本
の
サ
イ
ロ
を
有
し
てい
ま
す
。

　
全
農
サ
イ
ロ
は
、
1
9
6
8
年
に

設
立
さ
れ
た
神
戸
サ
イ
ロ
㈱
を
原
点

と
す
る
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
・

麦
な
ど
年
間
約
5
0
0
万
㌧
（
日

本
の
穀
物
輸
入
総
量
2
5
0
0
万

㌧
の
約
20
％
）
を
荷
揚
げ
・
保
管
・

出
荷
す
る
物
流
会
社
で
す
。

　
安
定
し
た
設
備
の
確
保
・
供
給

の
た
め
全
国
6
カ
所
（
釧
路
、鹿
島
、

新
潟
、
東
海
、
倉
敷
、
志
布
志
）

の
港
湾
に
支
店
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
飼
料
原
料
を
中
心
に
食
料
油
・

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
・
小
麦
粉
・
ウ
イ
ス

キ
ー
の
原
料
も
取
り
扱
う
な
ど
、

全
農
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
海
外
か
ら

日
本
ま
で
の
穀
物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
主
要
会
社
と
し
て
、
安
定
的
な

畜
産
物
・
食
品
生
産
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
旧
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み

あ
い
飼
料
㈱
（
現
：
J
A
全
農
く

み
あ
い
飼
料
㈱
）
と
㈱
Ｊ
-オ
イ
ル
ミ

ル
ズ
と
共
同
で
、
支
店
を
兵
庫
県
神

戸
市
か
ら
岡
山
県
倉
敷
市
の
玉
島

ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
転
し
、
17

年
に
倉
敷
支
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

21
年
に
は
、
子
会
社
の
旧
釧
路
サ
イ

ロ
㈱
を
合
併
し
釧
路
支
店
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
全
農
サ
イ
ロ
は
港
湾
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
旧
神
戸
支
店
、
東
日
本
大
震

災
で
は
鹿
島
支
店
が
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年

大
型
化
す
る
台
風
に
よ
る
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
の

経
験
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
に
連

動
し
た
設
備
の
自
動
停
止
装
置
や

非
常
用
電
源
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
応

　
人
材
確
保
も
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
中
、
採
用
活
動
の
前
倒
し

実
施
や
、
キ
ャ
リ
ア
採
用
・
※
ア
ル
ム

ナ
イ
採
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
採
用
市
場
の
競
争

激
化
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
人
材
不
足
と
な
っ

た
場
合
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
省

力
化
・
効
率
化
投
資
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
近
導

入
し
た
「
夜
間
自
動
・
無
人
出
庫

シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

※
自
社
を
一
度
退
職
し
た
人
材
を

　
再
度
雇
用
す
る
採
用
手
法

　全
農
サ
イ
ロ
㈱
は
穀
物
類
の
入
庫
か
ら
保
管
、
品
質
管
理
、
出
庫
、
配
送
ま
で
を
一
元
化
さ
せ
た
サ
イ
ロ

ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
穀
物
物
流
の
合
理
化
や
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
広
報
・
調
査
部
】

全
農
サ
イ
ロ
株
式
会
社

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

高度な知識備えたマンパワーで
物流コーディネーターの役割も

日
本
の
穀
物
輸
入
総
量
の

２
割
を
荷
揚
げ
・
保
管

会社の概要 （2024年4月1日現在）

サイロ外観（鹿島支店）

入
庫
か
ら
配
送
ま
で
の
サ
イ
ロ
ビ
ジ
ネ
ス

穀
物
物
流
の
合
理
化
、コ
ス
ト
低
減
へ

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
穀
物
の
出
荷

先
で
あ
る
飼
料
工
場
に
原
料
受
け
入

れ
設
定
用
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

飼
料
工
場
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
入
力
さ

れ
た
受
け
入
れ
設
定
と
当
社
の
出
荷

登
録
内
容
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
夜
間
出
荷
を
自
動
・
無
人
で

行
い
ま
す
。

　
故
障
が
発
生
し
た
場
合
も
、
自

動
で
予
備
ラ
イ
ンへ
切
り
替
え
を
実

施
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
夜
間
勤
務
が
不
要

と
な
り
、
社
員
の
労
働
時
間
短
縮

も
実
現
し
ま
し
た
。
現
在
東
海
支

店
と
倉
敷
支
店
で
導
入
し
て
お
り
、

今
後
は
他
支
店
に
も
展
開
す
る
予

定
で
す
。

　
他
に
も
荷
役
設
備
の
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
や
、
設
備
点
検
・
予
備
品
管

理
の
電
子
化
、
ト
ラ
ッ
ク
の
受
け
入

れ
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を
行

い
、
社
員
の
労
働
時
間
を
少
な
く
し

つつ
も
、
限
ら
れ
た
社
員
で
の
ス
ム
ー

ズ
な
操
業
を
目
指
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

13
年
が
経
過
し
、
震
災
を
知
ら
な

い
社
員
も
増
え
て
い
る
た
め
、
災
害

発
生
か
ら
復
旧
に
至
る
貴
重
な
経

験
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
災
害
に
備

え
て
い
ま
す
。

　当社は一つの
支店の建設費用
が百数十億円の
巨大設備を運営
しており、また建設後３０～４０年経過するた
め、維持管理に毎年数十億円の修繕・更新
投資を行っています。資金だけでなく、高度な
電気・機械技術の知識・経験・資格を備えた
マンパワーも必要であり、全社員約２００人の
半分を占める技術系社員の育成が当社の最
重要事項の一つです。現在は国立高等専門
学校からの採用を主体としながら、入社後の
資格取得支援制度も充実させています。
　また全農・商社など穀物輸送船の荷主と、
飼料・食品メーカーなどの出荷先とを結ぶ物
流コーディネーターとしての役割も非常に重
要です。円安の影響もあり穀物船の１日当たり
用船料は約４００万円と高騰しています。そこ
で、当社が綿密な調整・打ち合わせを実施し、
短時間で効率的な穀物の荷揚げを行うことが
全農グループの配合飼料の安定供給の源泉
となっています。
　今後は、社内で
サイロ事業に関連
するキャラクター募
集を行うなど、対外
アピールについても
検討していきます。

代表取締役社長
近藤 徹也氏

東京都千代田区神田淡路町2-29
東お茶の水ビル7階

本社所在地

●倉庫業
●港湾運送業
●通関業

事業内容

代表取締役社長　近藤　徹也代表者

1968年6月設立年月日

194人従業員数

公式ホームぺージはこちら

https://www.zsilo.co.jp

人
材
確
保
や
労
働
時
間
短
縮
へ

積
極
的
に
省
力
化
に
も
投
資

2017年に開設した倉敷支店

穀物類を荷揚げするアンローダー（志布志支店）

社員が作成した
サイロ事業のキャラクター案

設備の運営を行う制御室（倉敷支店）

夜間自動・無人出庫出荷システムイメージ図

・飼料会社に、搬入設定用の
　タッチパネル設置
・専用通信ケーブル設置
・自動出荷のプログラム追加

工事内容夜間出荷（従来）

運転→完了

運転→完了

①品種、数量を電話連絡
②品種のサイロビン、数量を
　設定してコンベア起動

①事前に、夜間出荷する
　品種のサイロビンを
　予約しておく

夜間出荷（自動化後） ③ ②と①を照合し、自動で
　 設定およびコンベア起動

(無人)

飼
料

会
社
側

飼
料

会
社
側

当
社

制
御
室

当
社

制
御
室

当
社

制
御
室

②品種、数量
　を設定
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JA全農大阪
　西の平たん部から東の山麓部にかけて農地が広がる、
大阪府南河内地域で生産されたブドウ「デラウェア」です。
　大阪府のブドウ栽培の歴史は古く、明治時代にまでさか
のぼります。現在、大阪府の「デラウェア」栽培面積は全国
3位で、大阪ブドウの大部分を占める主力品種。
　府内で独自の栽培技術で生産され、まとまった生産量の
ある農産物「なにわ特産品」にも選定されています。種がな
く小粒で食べやすい「デラウェア」は、世代を問わず人気を
博しています。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

大阪ブドウ 南河内産デラウェア
約1.4ｋｇ …… 3400円（税込み）

ニッポンエール
愛媛県産

みかんグミ同盟

ニッポンエール
ガチャピンの
長野県産

シャインマスカットグミ

「ガチャピン・ムック」「ミカンせいじん」とコラボ
ニッポンエール × フジテレビ × イー・ロジット グミ3品を発売

　「ガチャピン・ムック」と、フジテレビで毎週放送中のアニメ「ミカンせいじ
ん」とニッポンエールのコラボ商品です。
　「ガチャピン・ムック」のグミには、それぞれ色合いで親和性のある長野県
産シャインマスカットと山形県産サクランボの果汁を使用しています。「ミカ
ンせいじん」のグミには、愛媛県産温州ミカンの果汁を使用し、今回の商品
を通じて、愛媛県イメージアップキャラクター「みきゃん」と同盟を組み、ミ
カンの人気キャラクター同士のコラボが実現しました。
　同商品は7月20日～8月25日に開催される「お台場冒険王2024 人気
者にアイ♡LAND」において販売開始予定です。

　全農は、㈱フジテレビジョン・㈱イー・ロジットと連携し、国産果汁
を使用した「ガチャピンのシャインマスカットグミ」「ムックのさくら
んぼグミ」「みかんグミ同盟」を共同開発しました。  【営業開発部】

ニッポンエール
ムックの

山形県産さくらんぼグミ

©2011愛媛県みきゃん604010　
©GACHAMUKKU
©KS/F ©FUJI TELEVISION

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

休刊のお知らせ
7月22日号は休刊いたします。
次号は7月29日号です。

　全農グループ直営店舗（21店舗）で７月18日～８月４日の間、
「九州産アスパラガス主産県協議会」とのコラボレーション企画
「夏のアスパラガスフェア」を開催します。【フードマーケット事業部】

九州産アスパラガスと肥前さくらポークのしょうが焼き定食1309円
（税込み、みのりカフェ季楽佐賀コムボックス店）

「ＪＡタウン」
はこちら

「実施店舗」
はこちら

　福岡、佐賀、長崎、熊本、大分県の５産地から出荷される旬のアスパ
ラガスを総菜やグリーンスムージーなど素材のおいしさを生かしたさ
まざまなメニューで提供します。フェアで使用する「九州産アスパラガ
ス」は、ＪＡ全農が運営する産地直送通販サイト「ＪＡタウン」でも購入
いただけます。

直営２１店舗で
九州の主産地からお届け

みずみずしく柔らかい
夏のアスパラガスフェア
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